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の遊走能を in vitroおよび in vivoにおいて検討した。 
24-well Matrigel invasion chamberを用い、グリオーマ細胞株の conditioned medium
へ移動した iPSCs または iPS-NSCsの細胞数を測定することによって、in vitroでの遊





In vitroにおける遊走能の検討では、iPSCsおよび iPS-NSCsは 3種類のグリオーマ
細胞株の conditioned medium に対して高い遊走能を認めることを明らかにし、さらに
conditioned mediumに含まれる複数の成長因子が遊走に関与していることを証明した。
遊走した iPSCs では Nanog-GFP の発現が見られ、未分化状態が維持されていたこと
を証明した。また、両方の幹細胞の遊走能に有意な差が認められないことを証明し
た。 
In vivoにおける遊走能の検討では、移植された iPSCsおよび iPS-NSCsが、対側に
移植されたグリオーマ内に遊走することを確認した。腫瘍内に遊走した iPSCs では
Nanog-GFPの発現が見られ、未分化状態が維持されていたことを証明した。 
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